
（1）　第４７８号

〈
男
子
個
人
の
部
〉

ベ
ス
ト
８　
岡
田
一
之
介

２
回
戦
敗
退　

田
淵
光
流

〈
団
体
の
部
〉
優
勝

◯
大
会
総
評

　

今
大
会
は
団
体
で
５

年
振
り
に
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
女
子
個

人
の
部
で
も
安
田
が
２

位
と
奮
闘
し
、
地
元
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
向
け
弾

み
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
男
子
も
昨
年
度

よ
り
成
長
し
た
試
合
を
見
せ
て
く
れ
た
。
今
大

会
の
反
省
を
生
か
し
、
地
元
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

向
け
稽
古
に
励
み
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
地
元

開
催
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
に
準
備
・
運
営

で
お
世
話
に
な
り
、
多
く
の
応
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

井
上
美
代
）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

時　

６
月
５
〜
７
日　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
団
体
戦
〉　

優
勝（
２
年
連
続
）

メ
ン
バ
ー
（
杉
谷
・
髙
野
・
今
田
・
栗
原
・

　
　
　
　
　

落
合
・
森
田
・
井
上
・
水
永
）

２
回
戦　

３

－

０　

大　

社

３
回
戦　

２

－

０　

出
雲
商
業

令和７年６月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４７８

第
63
回
島
根
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
63
回
島
根
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
３
回
中
学
校
出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

第
３
回
中
学
校
出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

出
雲
北
陵
生

躍
動
の
夏
！！

な
ぎ
な
た
部

な
ぎ
な
た
部

時　

５
月
31
日　
　

於　

本
校　

黎
明
館

〈
演
技
競
技
〉

優
勝　

吉
田
千
秋（
1-4
津和野
）・
安
田
結
衣（
2-3
大社
）
組

２
位　

曽
田
小
夏（
2-4
浜山
）・
齋
藤
桜
生（
1-3
湖北
）
組

〈
女
子
個
人
試
合
〉

優
勝　

安
田
結
衣

２
位　

曽
田
小
夏

３
位　

吉
田
千
秋

〈
男
子
個
人
試
合　

※
公
開
競
技
〉

優
勝

岡
田
一
之
介（
2-4
斐西
）

２
位　

田
淵
光
流（
2-4
出一
）

　

団
体
は
本
校
、
演
技
２
チ
ー
ム
、
女
子
個
人

４
名
が
７
月
31
日
か
ら
出
雲
市
で
開
催
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
。

第
31
回
中
国
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

時　

６
月
14
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
だ
ん
だ
ん
と
ま
と
ア
リ
ー
ナ

〈
演
技
競
技
の
部
〉

ベ
ス
ト
８　

曽
田
小
夏
・
安
田
結
衣
組

３
回
戦
敗
退　

吉
田
千
秋
・
齋
藤
桜
生
組

〈
女
子
個
人
の
部
〉

２
位　

安
田
結
衣

３
回
戦
敗
退　

曽
田
小
夏
、
吉
田
千
秋

１
回
戦
敗
退　

齋
藤
桜
生

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

時　

６
月
５
〜
７
日　

於　

松
江
市
営
庭
球
場

〈
団
体
戦
〉　

２
位

（
15
年
連
続
中
国
大
会
へ
の
出
場
権
獲
得
）

メ
ン
バ
ー
（
川
角
・
岡
田
・
山
下
・
高
木
・

　
　
　
　
　

三
上
・
河
野
・
三
島
・
木
村
）

２
回
戦　

３

－

０　

大　

田

準
々
決
勝　

２

－

０　

益
田
翔
陽

準
決
勝　

２

－

０　

浜　

田

決　

勝　

０

－

２　

松
江
工
業

〈
個
人
戦
〉

３
位
三
島
綾
太（
2-2
出三
）・
木
村
一
心（
1-3
斐東)

ペ
ア

　

１
ペ
ア　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
中
国
大
会
出
場

Ｂ
16
川
角
光
夢（
3-2
羽須美
）・
山
下
柊
人（
2-5
浜一)

ペ
ア

　
　

高
木
映
瑠（
2-4
横田
）・
三
上
瑛
大（
2-5
羽須美)

ペ
ア

　
　

河
野
穂
希（
2-3
浜一
）・
川
原　

真（
2-4
大一)

ペ
ア

Ｂ
24
髙
野
幸
大（
2-3
大一
）・
岡
田
隆
聖（
3-1
羽須美)

ペ
ア

　
　

佐
藤
宏
祐（
1-4
浜一
）・
倉
本
晃
汰（
2-2
出三)

ペ
ア

　

５
ペ
ア　

中
国
大
会
出
場

○
大
会
総
評

　

団
体
、
個
人
共
、
予

選
大
会
で
優
勝
し
挑
ん

だ
県
総
体
で
あ
っ
た
が
、

悔
し
い
結
果
と
な
っ

た
。
団
体
で
の
全
国
出

場
と
い
う
目
標
は
達
成

で
き
な
か
っ
た
が
、
３

年
生
を
中
心
に
様
々
な

面
で
成
長
で
き
た
こ
と

は
チ
ー
ム
に
と
っ
て
大

き
な
力
と
な
っ
た
。
新

チ
ー
ム
に
は
こ
の
悔
し

さ
と
、
３
年
生
が
残
し

て
く
れ
た
も
の
を
大
切

に
し
、
こ
れ
か
ら
の
上

位
大
会
、
そ
の
後
の
大

会
に
向
け
精
進
し
て
欲

し
い
。
３
日
間
た
く
さ

ん
の
方
に
応
援
に
来
て

い
た
だ
き
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

準
決
勝　

２

－

０　

松
江
西

決　

勝　

２

－

０　

石
見
智
翠
館

〈
個
人
戦
〉

２
位
杉
谷　

皐（
3-4
大一
）・
髙
野
愛
未（
3-4
大一)

ペ
ア

３
位
今
田　

心（
1-3
江津
）・
栗
原
奈
（々
3-5
松一)

ペ
ア

５
位
落
合　

遥（
2-3
大社
）・
森
田
早
貴（
2-4
大社)

ペ
ア

６
位
井
上
心
々
奈（
2-3
羽須美
）・
牛
尾
真
緒（
1-2
青陵)

ペ
ア

　

４
ペ
ア　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
中
国
大
会
出
場

Ｂ
８
水
永
成
実（
1-3
益東
）・
曽
田
珠
凛
亜（
2-3
大社)

ペ
ア

Ｂ
24
今
川　

碧（
3-5
東出雲
）・
那
須
こ
は
る（
3-4
大一)

ペ
ア

　

２
ペ
ア　

中
国
大
会
出
場

○
大
会
総
評

　

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
試
合
を
戦
い
抜
き
、

個
人
・
団
体
共
に
全
国
大
会
・
中
国
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ

っ
た
。
部
員
そ
れ
ぞ
れ

が
お
か
れ
た
立
場
で
よ

く
踏
ん
張
り
、
全
員
で

掴
ん
だ
団
体
優
勝
で
あ

っ
た
。
各
種
上
位
大
会

で
上
位
進
出
を
目
指
し

て
よ
り
一
層
精
進
し
て

い
き
た
い
。
た
く
さ
ん

の
応
援
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

金
森　

快
）

卓　

球　

部

卓　

球　

部
時　

６
月
５
〜
７
日　

　

於　

益
田
市
民
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
２
位

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

２
位　

大
村　

心（
3-2
西谷
）

３
位　

肖　

騏
駿（
3-3
广雅
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

２
位　

三
好
蒼
空（
2-2
北陵
）・
金
丸　

陽（
2-2
北陵
）
組

○
大
会
総
評

　

最
大
の
目
標
で
あ
っ
た
団
体
優
勝
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
個
人
戦
で
奮
起
し
、
シ
ン
グ
ル
ス

２
名
、
ダ
ブ
ル
ス
１
組
が
下
関
市
で
開
催
さ
れ

る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
万
全
の
準
備

を
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

個人戦３位の三島（右）・木村ペア



第４７８号　（2）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

前
期　

時　

５
月
29
〜
６
月
１
日

於　

県
立
浜
山
体
育
館　

後
期　

時　

６
月
５
日　
　
　
　

　
　
　

於　

島
根
県
立
体
育
館　

２
回
戦　

本
校　

102

－

31　

江
津
工
業

準
々
決
勝　

本
校　

90

－

51　

明
誠

準
決
勝　

本
校　

66

－

71　

松
江
西

３
位
決
定
戦　

本
校　

71

－

51　

松
江
北

　

３
位　

中
国
選
手
権
大
会
出
場

〇
大
会
総
評

　

近
年
、
県
総
体

で
思
う
よ
う
な

結
果
が
残
せ
て
い

な
い
だ
け
に
、
優

勝
を
目
指
し
貪
欲

に
挑
ん
だ
。
準
々

決
勝
ま
で
は
３
年

生
を
中
心
に
危
な

げ
な
く
勝
ち
上
が

っ
た
が
、
準
決
勝

の
松
江
西
戦
で
は
、

流
れ
に
乗
り
切
れ

ず
苦
し
い
展
開
と

な
っ
た
。
後
半
２

点
差
ま
で
追
い
上

げ
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
勝
負
ど
こ
ろ
で
ミ
ス

が
続
き
悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。
後
期
日
程
で

松
江
北
と
３
位
決
定
戦
を
行
い
、
前
半
は
僅
差

で
折
り
返
し
た
が
、
後
半
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の

強
度
を
上
げ
、
リ
バ
ウ
ン
ド
か
ら
走
る
バ
ス
ケ

ッ
ト
で
相
手
を
突
き
放
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、

全
国
の
舞
台
で
勝
負
す
る
た
め
に
課
題
を
克
服

で
き
る
よ
う
意
識
し
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
、
精

進
し
て
い
き
た
い
。

　

当
日
は
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
保
護
者
、
Ｏ

Ｂ
な
ど
、
多
く
の
方
か
ら
ご
声
援
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

レ
ベ
ル
を
更
に
高
め
て
い
き
た
い
。
応
援
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

今
川
恵
人
）

野　

球　

部

島
根
県
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会

時　

５
月
23
日　
　
　

於　

平
田
愛
宕
山
球
場

１
回
戦　

本
校　

８

－

７　

出
雲
農
林

２
回
戦　

本
校　

６

－

11　

三
刀
屋

○
大
会
総
評

　

出
雲
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
雨
天
の
影

響
で
す
べ
て
の
日
程
を
消
化
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
夏
の
選
手
権
予
選
に
向
け
最
終

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
た
と
感
じ
た
。
２
回
戦
は
雨

天
順
延
し
、
８
時
試
合
開
始
予
定
が
13
時
開
始

に
大
幅
変
更
が
さ
れ
る
な
ど
、
調
整
の
難
し
さ

を
体
感
し
た
大
会
と
な
っ
た
。
選
手
達
は
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
調
整
で
も
集
中
力
を
切
ら
さ
ず
に
、

最
後
ま
で
諦
め
ず
戦
い
抜
い
た
。
当
日
は
足
元

の
悪
い
中
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
球
場
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

畑　

宗
一
郎
）

テ

ニ

ス

部

時　

６
月
５
・
６
日

於　

浜
山
公
園　
　

〈
男
子
団
体
〉

１
回
戦　

本
校　

０

－

３　

平　

田

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

１
回
戦
敗
退

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　　

１
回
戦
敗
退

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

２
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

男
子
は
、
団
体
・
個
人
戦
共
す
べ
て
初
戦
で

敗
退
し
た
が
、
３
年
生
は
試
合
で
す
べ
て
を
出

し
切
っ
て
く
れ
、感
謝
し
た
い
。
残
る
１
・
２
年

生
は
、
そ
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
一
年
後
に
向
け

て
頑
張
る
し
か
な
い
。
女
子
は
、
初
戦
突
破
し
、

次
の
シ
ー
ド
選
手
に
敗
れ
た
が
、
悔
や
ま
れ
る

内
容
で
あ
り
、
次
の
国
ス
ポ
県
予
選
で
頑
張
っ

て
欲
し
い
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
応
援
し
て
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

　
（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

サ
ッ
カ
ー
部

時　

５
月
30
日　
　
　

於　

益
田
陸
上
競
技
場

１
回
戦　

本
校　

１

－

９　

松
江
東

　
　
　
　
（
前
半
０

－

４　

後
半
１

－

５
）

○
大
会
総
評

　

県
リ
ー
グ
１
部
に
所
属
す
る
松
江
東
は
、
個

々
の
技
術
、連
携
な
ど
、何
も
か
も
本
校
を
上
回

る
相
手
だ
っ
た
。
前
半
の
早
い
時
間
に
得
点
を

許
し
て
勢
い
に
乗
ら
れ
て
し
ま
い
、
相
手
の
リ

ズ
ム
を
狂
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
後
半
に
は
何
と
か
一
点
を
取
り
に
い
こ

う
と
が
む
し
ゃ
ら
に
挑
み
続
け
、
数
少
な
い
チ

ャ
ン
ス
を
得
点
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

結
果
は
大
敗
と
な
っ
た
が
、
ベ
ン
チ
メ
ン
バ
ー

や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
め
た
14
名
で
奪
い
に
い

っ
た
ゴ
ー
ル
は
、
部
員
達
の
自
信
に
な
っ
た
と

思
う
。
次
は
選
手
権
に
向
け
て
、
個
・
集
団
の

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

時　

５
月
30
・
31
日　

於　

県
立
浜
山
体
育
館

２
回
戦　

本
校　

78

－

53　

出　

雲

準
々
決
勝　

本
校　

54

－

68　

出
雲
商
業

　

ベ
ス
ト
８

○
大
会
戦
評

　

出
雲
商
業
戦
で
は
、
前
半
か
ら
随
所
に
思
い

切
り
の
い
い
プ
レ
イ
が
見
ら
れ
た
が
、
前
半
は

24
対
38
の
14
点
差
で
終
え
た
。
後
半
の
第
３
Ｑ

で
は
14
対
11
と
相
手
チ
ー
ム
に
勝
る
点
数
を
得

点
す
る
な
ど
し
た
が
、
前
半
の
リ
ー
ド
を
縮
め

る
ま
で
と
は
い
か
ず
、
悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
３
年
生
を
中
心
に
粘
り
強
く
頑
張
り
、

本
校
ら
し
さ
の
見
ら
れ
た
試
合
で
あ
っ
た
。
当

日
は
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

よ
り
ご
声
援
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

陸
上
競
技
部

時　

５
月
29
〜
６
月
１
日

於　

浜
山
陸
上
競
技
場　

　

陸
上
競
技
部
で
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
県
高

校
総
体
に
、
今
年
は
３
年
生
部
員
が
い
な
い
た

め
、２
年
生
を
中
心
に
短
距
離
、中
長
距
離
、跳

躍
、
投
て
き
と
全
て
の
種
目
に
挑
戦
し
た
。

　

春
先
の
大
会
で
全
員
が
自
己
記
録
を
更
新
し

て
い
た
も
の
の
６
位
入
賞
の
壁
は
厚
く
、
目
標

と
し
て
い
た
中
国
大
会
出
場
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
ま
た
一
年
頑

張
っ
て
行
き
た
い
。

　

会
場
で
は
保
護
者
の
方
々
、
卒
業
生
の
皆
さ

ん
に
た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 （
顧
問　

別
所
美
喜
子
）



（3）　第４７８号

写　

真　

部

「
写
真
甲
子
園
２
０
２
５
」
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
審
査
会

　

第
32
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会

「
写
真
甲
子
園
２
０
２
５
」中
国
ブ
ロ
ッ
ク
審
査

会
が
６
月
７
日
に
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
本
校

か
ら
馬
庭
葵
琳（
3-4 

浜山
）、
福
島　

和（
3-3 

出三
）、
原

昊
夢（
3-4 

向陽
）
の
３
名
が
選
手
と
し
て
出
場
し

た
。
撮
影
・
セ
レ
ク
ト
・
構
成
・
プ
レ
ゼ
ン
準

備
を
丁
寧
に
行
っ
て
臨
ん
だ
大
会
で
あ
っ
た
が
、

残
念
な
が
ら
惜
敗
し
、
本
戦
出
場
に
あ
と
一
歩

届
か
な
か
っ
た
。
３
年
生
の
意
志
と
想
い
は
次

世
代
が
引
き
継
い
で
く
れ
る
も
の
と
固
く
信
じ

て
い
る
。
高
い
壁
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
く
れ
た

選
手
達
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
今
後
と

も
本
校
写
真
部
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

高
文
連
春
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
13
点
、
入
選
25
点
入
賞
！

時　

６
月
11
日　
　
　
　

於　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

　

本
校
か
ら
は
25
人
が
125
出
品
し
、
13
点
が
特

選
に
入
賞
し
た
。
13
点
中
９
点
が
３
年
生
の
作

品
の
た
め
、
１
・
２
年
生
で
合
わ
せ
て
４
点
が

特
選
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
後
の
１
・
２
年

生
の
成
長
を
期
待
し
た
い
。
秋
季
コ
ン
ク
ー
ル

に
向
け
て
本
気
で
写
真
に
向
き
合
っ
て
欲
し

い
。
特
選
は
以
下
の
通
り
。（
作
品
番
号
順
）

「
二
月
の
不
安
」 

持
田
一
真（
1-3 

平田
）

「
虚
像
」 

重
岡
来
幸（
1-4 

出三
）

「
今
に
も
消
え
そ
う
な
」 

𠮷
田
麗
叶（
2-3 

斐東
）

「
母
に
連
れ
ら
れ
て
」 

本
田　

陽（
3-1 

斐西
）

「
そ
よ
ぎ
」 

福
島　

和　　
　

「
ふ
わ
ふ
わ
」 

福
島　

和　
　
　

「
軌
跡
」 

西
尾
晃
大（
3-4 

出三
）

「
水
境
」 

原　

圭
吾（
3-4 

出南
）

「
光
散
る
」 

原　

昊
夢　　
　

「
興
味
津
々
」 

馬
庭
葵
琳　　
　

「
見
守
る
」 

馬
庭
葵
琳　　
　

「
蜘
蛛
の
糸
」 

馬
庭
葵
琳　　
　

 

（
顧
問　

村
上　

学
）

合　

唱　

部

第
64
回
島
根
県
合
唱
祭

時　

６
月
８
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館

　

本
校
合
唱
部
は
、
全

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
曲
「
聖
な
る
日
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲

「
惑
星
そ
ぞ
ろ
」
の
２
曲

を
演
奏
し
た
。
特
に
今

回
は
「
聖
な
る
日
」
と
い

う
ラ
テ
ン
語
の
ア
カ
ペ

ラ
の
曲
に
挑
戦
し
、
初

め
て
の
発
表
の
場
と
な

っ
た
。
本
番
で
は
、
適
度
な
緊
張
感
の
中
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
、
ホ
ー
ル
一
杯
に
北
陵
サ
ウ
ン
ド
を
響
か

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
団
体
の
演
奏
も
聞
く

こ
と
も
で
き
、
い
い
刺
激
を
受
け
る
機
会
と
な

っ
た
。
更
に
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
、
演
奏
の

質
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
日
々
の
練
習
に
取
り

組
み
た
い
。 
（
顧
問　

布
野
浩
志
）

吹

奏

楽

部

出
雲
地
区
吹
奏
楽
祭

時　

６
月
７
日　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
演
奏
曲
目
】

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
メ
ド
レ
ー

（
Arr

：

星
出
尚
志
・
Ｊ.

ヒ
ギ
ン
ス•

Ｍ
．
ブ
ラ
ウ
ン
）

　

出
雲
地
区
の
吹
奏
楽
部
が
集
う
吹
奏
楽
祭
が

開
催
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
学
校
も
新
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ
向
け
熱
演
を
披
露
し

た
。

　

本
校
は
、
全
出
場
団
体
で
唯
一
と
な
る
ス
テ

ー
ジ
ド
リ
ル
を
披
露
し
た
。
短
い
練
習
期
間
で

は
あ
っ
た
が
、
部
員
達
は
観
客
の
皆
様
に
楽
し

で
６
名
出
る
状
況
で

あ
っ
た
が
、
各
自
緊
張

が
あ
る
中
で
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。
団

体
・
個
人
共
に
入
賞
す

る
こ
と
は
で
き
か
な

っ
た
が
、
次
に
繋
が
る

結
果
と
な
っ
た
の
で
、

頑
張
っ
て
く
れ
た
３
年
生
か
ら
後
輩
へ
と
バ
ト

ン
を
受
け
継
ぎ
、
秋
の
大
会
へ
向
け
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。 

（
顧
問　

加
納
寛
敏
）

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

中
海
・
宍
道
湖　

一
斉
清
掃

時　

６
月
８
日　
　
　
　
　
　

於　

宍
道
湖
周
辺
（
湖
遊
館
）

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
海
と
宍
道
湖
が
平
成

17
年
に
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
に
登
録
さ
れ
て

以
来
、
境
港
・
米
子
・
安
来
・
松
江
・
出
雲
の

５
市
で
、
６
月
の
「
環
境
月
間
」
に
あ
わ
せ
て

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

出
雲
市
で
は
、
宍
道
湖
畔
の
斐
川
会
場
（
出

雲
空
港
周
辺
）
と
平
田
会
場
（
湖
遊
館
周
辺
）

に
分
か
れ
て
清
掃
活
動
を
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
は
平
田
会

場
で
生
徒
11
名
が
参
加

し
た
。

　

午
前
８
時
、
平
田
湖

遊
館
駐
車
場
に
出
雲
市

役
所
職
員
や
企
業
、
近

隣
の
家
庭
か
ら
の
参
加

者
約
310
人
が
集
結
し
た
。

宍
道
湖
と
斐
伊
川
の
合

流
点
か
ら
、
湖
岸
沿
い
に
ゴ
ミ
袋
と
火
バ
サ
ミ

を
持
ち
、
１
時
間
ほ
ど
の
清
掃
作
業
を
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
袋
、
発
砲

ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
多
く
の
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
が

で
き
た
。 

（
顧
問　

尾
添
喜
行
）

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工

夫
を
凝
ら
し
、精
一
杯
の

演
奏
演
技
を
行
っ
た
。吹

奏
楽
祭
と
い
う
名
に
相

応
し
く
、会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
た
だ

け
た
よ
う
で
、演
奏
後
に

は
大
き
な
拍
手
を
い
た

だ
い
た
。

　

い
よ
い
よ
コ
ン
ク
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
で

あ
る
。
全
国
大
会
を
目
指
し
、
部
員
一
同
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

美　

術　

部

高
文
連
出
雲
地
区
美
術
講
習
会
・
コ
ン
ク
ー
ル

時　

５
月
28
〜
30
日　
　
　
　
　
　
　

於　

国
立
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
周
辺

　

出
雲
地
区
の
高
校
の
美
術
部
員
が
参
加
し
、

３
日
間
に
渡
っ
て
国
立
三

瓶
青
少
年
交
流
の
家
周
辺

を
風
景
写
生
し
た
。
本
校

は
１
・
２
年
生
21
名
が
参
加

し
、新
緑
の
三
瓶
山
で
伸
び

伸
び
と
油
彩
・
水
彩
の
絵
画

制
作
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。最
終
日
に
は
優
秀
作
品

が
選
抜
さ
れ
、
本
校
か
ら
も
２
年
生
を
中
心
に

７
点
が
選
出
さ
れ
た
。 

（
顧
問　

石
倉　

正
）

全
国
高
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
島
根
県
予
選

全
国
高
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
島
根
県
予
選

第
72
回

 

時　

６
月
17
日　
　

於　

松
江
商
業
高
校

　

３
年
生
４
名
、２
年
生
４

名
、１
年
生
補
欠
１
名
で
参

加
し
た
。例
年
よ
り
も
難
問

と
な
り
、
エ
ラ
ー
数
に
よ

る
失
格
も
全
参
加
者
の
中



第４７８号　（4）

キ
ャ
リ
ア
教
育
関
西
研
修
旅
行

時　

６
月
９
〜
11
日　
　
　
　
　
　
　

於　

関
西
各
地（
大
阪
・
兵
庫
・
奈
良
）

　

２
泊
３
日
の
日
程
で
、

高
校
２
年
生
キ
ャ
リ
ア
教

育
関
西
研
修
旅
行
を
実
施

し
た
。企
画
・
運
営
を
一
畑

ト
ラ
ベ
ル
様
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
生
徒
が
将
来
の

進
路
を
意
識
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
２
日
目
に
は
研
修
先
で
「
学

食
」
体
験
を
し
、
学
生
生
活
の
一
部
を
感
じ
て

も
ら
っ
た
。

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
①

　

「
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

　

講
師
に
下
村
啓
介
様
を
お

招
き
し
、「
進
路
選
択
」
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。生

徒
は
下
村
先
生
の
話
を
し
っ

か
り
と
聞
き
、進
路
選
択
の
た

め
に
今
何
を
す
べ
き
か
を
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
。

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
②

　

「
上
級
学
校
・
企
業
施
設
訪
問
」

　

ク
ラ
ス
ご
と
に
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
、
企
業
・
施
設

を
訪
問
し
た
。訪
問
先
で
は
模

擬
授
業
を
受
講
さ
せ
て
い
た

だ
き
、学
び
を
深
め
る
と
共
に

い
い
経
験
に
な
っ
た
。

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
③

　

「
人
と
未
来
防
災
セ
ン
タ
ー
」

　

２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
施
設
見
学
と
震

災
経
験
の
あ
る
語
り
部
の
方

か
ら
講
話
を
し
て
い
た
だ
い

た
。30
年
近
く
前
に
な
る
阪
神

淡
路
大
震
災
の
甚
大
な
被
害

の
様
子
か
ら
、
現
在
の
復
興
、

そ
し
て
今
を
生
き
る
こ
と
に

野　

球　

部時　

６
月
４
〜
６
日　
　
　
　
　

於　

平
田
球
場
・
浜
山
少
年
球
場

１
回
戦　

本
校　

０

－

15　

浜
山

〇
大
会
総
評

　

初
回
に
先
制
点
を
奪
え

ず
相
手
に
流
れ
を
渡
し
て

し
ま
っ
た
。そ
の
結
果
、中

盤
に
一
気
に
点
差
を
広
げ

ら
れ
て
し
ま
い
敗
れ
た
。

　

３
年
生
５
名
を
中
心
に

最
後
ま
で
必
死
に
食
ら
い

つ
こ
う
と
プ
レ
ー
し
て
く

れ
た
。
こ
の
経
験
を
糧
に

次
の
目
標
に
向
け
て
成
長

し
て
も
ら
い
た
い
。
た
く

さ
ん
の
応
援
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

酒
井
甲
太
郎
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

時　

６
月
３
・
４
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

予
選
リ
ー
グ

１
試
合
目　

本
校　

68

－

46　

出
雲
二

２
試
合
目　

本
校　

119

－

15　

出
雲
一

　

予
選
リ
ー
グ
１
位（
２
勝
０
敗
）

決
勝
戦　
　

本
校　

62

－

44　

BLAZE BULLS

　

優
勝（
２
年
連
続
）
県
総
体
出
場

○
大
会
総
評

　

決
勝
戦
で
は
、前
半
自
分

達
の
プ
レ
ー
が
で
き
な
か

っ
た
が
、デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で

粘
り
、後
半
か
ら
調
子
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。県

総
体
で
は
も
う
一
度
チ
ー

ム
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と

を
徹
底
し
、優
勝
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
。ご
声
援
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
生
徒
は
防
災
に

対
す
る
心
構
え
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
よ
う
に
思
う
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
や
気
づ
い
た
こ

と
を
、将
来
の
進
路
の
実
現

に
つ
な
げ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

 

（
２
年
主
任　

篠
原
勝
利
）

サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
市
よ
り
高
校
生
が
来
校

　

６
月
20
日
㈮
、
出
雲
市
国

際
交
流
事
業
で
市
に
滞
在
中

の
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
市
ウ
ィ
ル

コ
ッ
ク
ス
高
校
１
年
生
の
イ

ー
サ
ン
・
ウ
ー
君（
16
歳
）
が

来
校
し
た
。
出
雲
市
に
は
17

日
か
ら
26
日
ま
で
滞
在
し
、

１
年
４
組
の
春
日
愛
斗（
出

二
）
の
家
庭
が
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

当
日
は
朝
礼
時
か
ら
１
年
４

組
教
室
に
入
り
、
生
徒
達
と

授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
一
緒
に
昼
食
も
楽
し
ん
だ
。

人
権
教
育
HR
実
施

教
務
部

　

５
月
26
日
、１
・
２
年
生
Ｈ
Ｒ
の
時
間
に
人
権

教
育
を
実
施
し
た
。
１
年
生
の
テ
ー
マ
は
、「
誰

も
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
」
で
、

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
知
り
、
誰
も
が
努
力
し

力
が
発
揮
で
き
る
学
級
・
学
校
に
す
る
と
い
う

指
導
の
下
、
各
ク
ラ
ス
担
任
が
身
近
な
人
権
教

育
に
つ
い
て
Ｈ
Ｒ
授
業
を
行
っ
た
。

　

２
年
生
の
テ
ー
マ
は
、「
様
々
な
価
値
観
を

尊
重
で
き
る
人
に
な
ろ
う
」
で
、
自
他
を
大
切

に
す
る
集
団
を
つ
く
る
た
め
に
身
の
回
り
の
問

題
点
に
気
づ
く
感
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
行

っ
た
。
授
業
の
中
で
自
ら
の
意
見
を
述
べ
た
り
、

級
友
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
深
く
考
え
る
場
面

も
あ
っ
た
。

　

本
校
の
校
訓「
柔
し
く
剛
く（
や
さ
し
く
つ
よ

く
）」
は
、
ま
さ
に
人
権
教
育
の
根
幹
に
関
わ

る
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、

日
々
の
学
校
生
活
の
中
で
、
更
に
人
権
教
育
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

　

５
月
22
日
、
本
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
開
催
さ

れ
、
今
年
度
の
新
役
員
は
次
の
方
々
に
決
ま
り

ま
し
た
。

会
長　
　

永
田　

数
子　

様（
3-5
）

副
会
長　

石
原　

稔
功　

様（
2-3
）

副
会
長　

三
島　

一
男　

様（
1-4
）

監
事　
　

石
賀　

裕
二　

様（
3-2
）

監
事　
　

遠
藤　

正
博　

様（
2-3
）

監
事　
　

佐
藤　

大
樹　

様（
1-3
）

中
学
校

第
３
回 

島
根
県
中
学
校

出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

結
果

第
３
回 

島
根
県
中
学
校

出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

結
果

卓　

球　

部

時　

６
月
３
・
４
日　
　

於　

出
雲
市
総
合
体
育
館

【
男
子
団
体
】
優
勝（
リ
ー
グ
戦　

７
勝
０
敗
）

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

優　

勝　

岡
本
悠
希（
中2
社
）

２　

位　

中
司
良
心（
中2 

三里塚
）

３　

位　
小
林
麟
太
郎（
中3 

須西
）、
石
塚
大
智（
中1-1 

立教
）

ベ
ス
ト
８　

住
田
光
亮（
中2 

西郷
）、
今
福
瀧
司（
中1-1 

門沢橋
）

　
　
　
　

福
島
陽
希（
中1-1 

横尾
）、
清
水
寛
生（
中1-2 

藍見
）

９　

位　

隈
元
慶
真（
中2 

立南
）、
金
田
悠
希（
中1-1 

新町
）

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

優
勝　

白
根
洸
太（
中3 

稗原
）・
中
村
来
哉（
中2 

山王
）ペ
ア

○
大
会
総
評

　

右
記
の
選
手
が
県
総
体
へ
出
場
す
る
。
夏
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

 
（
顧
問　

相
場
翔
太
）



（5）　第４７８号

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

時　

６
月
３
・
４
日　
　
　

於　

島
根
県
立
浜
山
体
育
館

〈
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

１
試
合
目　

本
校　

57

－

39　

河　

南

２
試
合
目　

本
校　

44

－

50

IZUMO DREAMS

〈
順
位
決
定
リ
ー
グ
〉

１
試
合
目　

本
校　

64

－

38　

平　

田

２
試
合
目　

本
校　

61

－

59　

出
雲
三

　

３
位　

県
総
体
出
場

○
大
会
総
評

　

昨
年
の
悔
し
さ
を

糧
に
県
総
体
出
場
を

決
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
、
目
標
達
成

に
向
け
た
厳
し
さ
と

徹
底
力
を
追
及
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
精
進

し
た
い
。
ご
声
援
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

和
田
拓
真
）

第
１
回 

合
同
道
徳

第
１
回 

合
同
道
徳

時　
　

６
月
２
日　
　
　

於　
　

北
陵
ホ
ー
ル　
　

講
師　

手
錢
修
司
副
校
長

　

今
回
は
、「
日
本
は
な
ぜ

日
本
と
い
う
の
だ
ろ
う
？

　

日
本
人
っ
て
何
？　

日

本
人
の
魂
・
精
神
と
は
？
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
人
の

良
い
と
こ
ろ
や
世
界
の
中

で
の
日
本
に
つ
い
て
手
錢

修
司
副
校
長
先
生
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

　

以
前
の
日
本
は
技
術
が
あ
っ
て
も
無
機
質
と

思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
は
国
際
紛
争
、

経
済
格
差
、
気
候
変
動
な
ど
に
対
応
す
る
た
め

に
頑
張
っ
て
い
る
と
世
界
に
認
め
ら
れ
る
ほ
ど

成
長
し
て
い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。
日
本
は
世

界
か
ら
見
る
と
お
か
し
い
く
ら
い
に
秩
序
を
愛

し
、
沈
黙
を
選
び
、
他
者
の
た
め
に
動
く
。
例

え
ば
災
害
の
時
の
炊
き
出
し
も
順
番
に
も
ら
う

た
め
に
並
ぶ
。
外
国
で
は
順
番
を
守
る
こ
と
は

な
い
。
日
本
の
和
の
精
神
は
調
和
や
平
和
を
意

味
し
て
お
り
、
人
々
が
協
力
を
す
る
。
日
本
人

は
戦
い
に
お
い
て
も
卑
怯
な
こ
と
は
せ
ず
に
正

直
に
正
義
を
貫
く
。
と
て
も
か
っ
こ
い
い
と
思

っ
た
。
最
近
、
日
本
の
当
た
り
前
で
あ
る
給
食

当
番
や
掃
除
当
番
な
ど
の
日
本
式
教
育
が
外
国

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
驚
い
た
。

　

日
本
の
良
い
と
こ
ろ
が
ど
ん
ど
ん
世
界
に
広

が
っ
て
い
き
、
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を

誇
ら
し
く
感
じ
た
。
そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
行
動
し
て
い
き
た
い
。

福
島
陽
希（
中1-1
横尾
）

第
一
回
校
外
講
師
特
別
講
座（
座
禅
と
講
話
）

時　

５
月
24
日

於　

一
畑
寺　

　

今
年
度
も
歴
史
と
由
緒

あ
る
一
畑
寺
を
訪
問
し
、

管
長
の
飯
塚
大
幸
様
の
お

世
話
に
よ
る
座
禅
と
講
話

の
会
を
実
施
し
た
。

　

非
現
実
の
静
寂
に
身
を

置
き
、
警
策
の
音
が
響
く

中
、
自
己
と
向
き
合
う
貴
重
な
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。

出
雲
科
学
館
理
科
学
習（
中
学
２
年
）

出
雲
科
学
館
理
科
学
習（
中
学
２
年
）

時　

５
月
29
日　

於　

出
雲
科
学
館

　

中
学
２
年
生
を
対
象
と

し
た
今
年
度
第
１
回
の
出

雲
科
学
館
理
科
学
習
が

「
化
学
変
化
と
原
子
・
分

子
」
の
テ
ー
マ
で
実
施
さ

れ
、
24
名
が
受
講
し
た
。

　

ま
ず
サ
イ
エ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
水
素
と
酸
素
の
混
合
気
体
を
100

ｍ
の
ホ
ー
ス
内
で
爆
発
さ
せ
、
音
と
光
を
発
し

な
が
ら
水
が
発
生
す
る
実
験
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

を
燃
焼
さ
せ
て
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
実
験

な
ど
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
実
験
室
に
移
動
し
、
班
ご
と
に
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
の
燃
焼
実
験
を
行
っ
た
。
生
徒
達
は
協

力
し
合
い
、
積
極
的
に
実
験
に
取
り
組
み
、
実

り
あ
る
理
科
学
習
に
な
っ
た
。

交
通
安
全
教
室
開
催

止まれ

時　

５
月
19
日　

於　

北
陵
ホ
ー
ル

　

出
雲
警
察
署
交
通
総
務

課
巡
査
長
鐘
推
敏
行
様
に

講
師
と
し
て
ご
来
校
い
た

だ
き
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
い
て
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ

う
し
た
教
室
を
通
じ
て
、

交
通
安
全
に
関
す
る
意
識

向
上
を
図
る
と
共
に
、
日
頃
の
登
下
校
で
の
安

全
確
保
を
生
徒
達
に
は
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
教
職
員
を
は
じ
め
、
大
人
達
の
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
向
上
も
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
た
。

第
1
回 

合
同
礼
法

第
1
回 

合
同
礼
法

時　

６
月
11
日　

於　

北
陵
ホ
ー
ル

　

中
学
１
年
生
を
対
象
に
、
礼
法
主
任
で
あ
る

井
上
美
代
先
生
を
講
師
と
し
て
、
今
年
度
第
１

回
目
と
な
る
合
同
礼
法
を
開
催
し
た
。ま
ず
、創

立
者
、
創
立
記
念
日
、
校
訓
に
つ
い
て
生
徒
に

質
問
し
な
が
ら
確
認
さ
れ
た
。
校
訓「
柔
し
く
」

は
「
他
人
の
立
場
に
た
っ
て
行
動
す
る
こ
と
」

で
あ
り
、「
剛
く
」
は
「
自
分
に
厳
し
く
行
動
す

る
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
学
ん
だ
。
次

に
「
礼
儀
」
と
「
作
法
」
に
つ
い
て
、「
礼
儀
」

は
相
手
を
大
切
に
す
る
心
の
部
分
で
あ
り
、「
作

法
」
は
そ
れ
を
相
手
に
示
す
動
作
・
行
動
の
部

分
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
つ
な
げ
た
も
の
が
礼

法
で
あ
り
、
校
訓
と
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
学
ん
だ
。
日
頃
の
具
体
的
な
生
活
の
中
で
の

例
を
挙
げ
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
生
徒

も
自
分
達
の
生
活
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な

っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育（
進
路
学
習
）

キ
ャ
リ
ア
教
育（
進
路
学
習
）

時　

６
月
９
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

中
高
棟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス

中
学
２
年
生

講
師
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

舛
本
才
智　

様

演
題
：
世
界
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う

中
学
３
年
生

講
師
：
島
根
県
立
大
学
看
護
学
科
の
先
生
方
、

学
生
の
皆
さ
ん

演
題
：
大
学
の
体
験
学
習
を
通
し
て

世
界
を
広
げ
る

　

中
学
２
・
３
年
生
を
対
象
に
キ
ャ
リ
ア
教
育

研
修
を
実
施
し
た
。
２
年
生
は
異
文
化
体
験

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
の

活
動
の
様
子
な
ど
を
通
じ
て
、
固
定
観
念
を
外

し
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

３
年
生
は
聴
診
体
験
や
車
椅
子
体
験
を
は
じ
め
、

普
段
は
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
学
で
の

研
修
を
通
し
て
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る

う
え
で
の
参
考
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
に

対
し
て
の
希
望
や
楽
し
み
な
気
持
ち
が
芽
生
え

た
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。



第４７８号　（6）

県
総
体
を
終
え
て

卓
球
部

福
田　

健
人（
2-5 

出一
）

　

県
総
体
は
、
私
達
に
と
っ
て
大
き
な
節

目
と
な
り
ま
し
た
。
団
体
戦
で
は
15
連
覇

が
か
か
る
中
、
決
勝
で
敗
れ
、
つ
い
に
そ

の
記
録
が
途
切
れ
ま
し
た
。
試
合
が
終

わ
っ
た
瞬
間
、
主
将
と
し
て
、
そ
し
て
一

選
手
と
し
て
、
悔
し
さ
と
申
し
訳
な
さ
で

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
仲
間
と

と
も
に
積
み
重
ね
て
き
た
日
々
を
思
い
返

す
と
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

個
人
戦
で
も
、
私
は
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ

ブ
ル
ス
と
も
に
目
標
と
し
て
い
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
勝
負
の
世
界
の
厳
し
さ
を

痛
感
す
る
と
同
時
に
、
自
分
の
甘
さ
と
向

き
合
う
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
チ
ー
ム
か
ら

は
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
仲
間
達
が
い

ま
す
。
私
は
そ
の
仲
間
達
が
、
全
国
の
舞

台
で
力
を
出
し
切
れ
る
よ
う
、
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
プ
レ
ー
は

で
き
な
く
て
も
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
、
私
は
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
て
ま
た
歩
き
出
し
ま
す
。

敗
れ
た
か
ら
こ
そ
見
え
た
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
主
将
と
し
て
最
後
ま
で
チ
ー
ム
と

向
き
合
い
、
悔
い
の
な
い
夏
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

な
ぎ
な
た
部

 

安
田　

結
衣（
2-3 

大社
）

　

こ
の
た
び
、
７
月
31
日
か
ら
８
月
３
日
ま

で
だ
ん
だ
ん
と
ま
と
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
る

作
品
と
研
究

令
和
7
年
度
春
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
特
選
作
品

今月の
 1枚
「
ふ
わ
ふ
わ
」福

島　
　

和
（3-3）出三

全
国
総
体
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
は
地
元
で
の
開
催
と
な
り
、
大
会
前

か
ら
高
校
生
活
動
推
進
委
員
会
の
み
な
さ
ん

や
、
出
雲
市
実
行
委
員
会
の
み
な
さ
ん
が
大

会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
活
動
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
高
校
生
の
み

な
さ
ん
が
大
会
を
支
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
い
う
舞
台
は
大
き

な
挑
戦
で
あ
り
、
同
時
に
自
分
の
成
長
を
試

す
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
試
合
で
は

結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の
過
程
で
ど
れ
だ
け

自
分
の
力
を
出
し
切
れ
る
か
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
緊
張
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま

す
が
、
先
生
や
先
輩
達
に
日
頃
か
ら
教
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
、
試
合
に
挑
み

た
い
で
す
。
数
々
の
大
会
で
結
果
を
残
し
て

こ
ら
れ
た
先
輩
達
の
よ
う
に
、
自
分
に
厳
し

く
、
仲
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
一
戦
一
戦
勝

ち
上
が
り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
個
人
の
技
術
向
上
だ
け
で
な
く
、

新
チ
ー
ム
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
こ
と

も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
練
習
で
は
互
い
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が

ら
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
ま
す
。
大
会
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
辛
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
皆
で
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
目
指
す
の
は
、
た
だ
の
参
加
者
で
は

な
く
、
試
合
で
結
果
を
残
し
、
周
り
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
で
す
。
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
大
き
な
責
任
で
も
あ
る
地
元
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
と
い
う
大
会
で
、
私
達
が
結
果
を
残

す
こ
と
が
何
よ
り
の
恩
返
し
に
な
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も

最
善
を
尽
く
そ
う
と
思
い
ま
す
。

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

 

川
角　

光
夢（
3-2 

羽須美
）

　

僕
達
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
６
月
５

日
か
ら
７
日
に
か
け
て
松
江
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
県
総
体
に
出
場

し
ま
し
た
。
団
体
戦
で
は
惜
し
く
も
準
優
勝

で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
権
利
を
手
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
個
人
戦
で
は
１
ペ
ア
が
ベ

ス
ト
４
に
入
賞
し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
権

利
を
手
に
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
計
６
ペ
ア

が
中
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
個
人
戦

で
は
、
向
か
っ
て
い
け
る
よ
う
に
攻
め
の
姿

勢
で
臨
む
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ミ
ス
が
重
な
り
相
手
に
流
れ
が
行
っ
た
と
き

に
受
け
て
し
ま
い
、
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

団
体
戦
で
は
、
個
人
戦
の
悔
し
さ
を
胸
に
、

攻
め
る
姿
勢
を
変
え
ず
に
向
か
っ
て
い
く
こ

と
を
意
識
し
ま
し
た
。
試
合
に
出
る
選
手
、

コ
ー
ト
外
で
応
援
す
る
選
手
み
ん
な
が
一
丸

と
な
っ
て
戦
え
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
、
松

江
工
業
と
対
戦
し
、
勢
い
を
持
っ
て
い
か
れ
、

流
れ
を
戻
せ
ず
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
精
神
面
で
も
技
術
面
で
も

多
く
の
課
題
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
精
神
面

で
は
、
初
心
を
も
う
一
度
思
い
出
し
、
向
か

っ
て
い
く
こ
と
を
徹
底
し
、
冷
静
な
判
断
が

で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て
練
習
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
技
術
面
で
は
、
基
礎
的

な
サ
ー
ブ
レ
シ
ー
ブ
な
ど
精
度
の
高
い
プ
レ

ー
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段

の
練
習
で
は
試
合
で
の
再
現
性
を
高
め
る
こ

と
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
当
日
お
忙
し
い
中
応
援
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
方
々
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、

先
生
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
の
大
会
で
は
今
回
以
上
の
結
果
を
出

せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

 

栗
原　

奈

（々
3-5 

松一
）

　
　

私
達
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
６
月

５
日
か
ら
３
日
間
松
江
総
合
運
動
公
園
で
行

わ
れ
た
県
総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。
個
人
戦

で
は
４
ペ
ア
、
団
体
戦
は
２
年
連
続
優
勝
し
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
権
利
を
獲
得
し
ま
し

た
。
う
ま
く
い
っ
た
人
も
、
思
う
よ
う
に
い

か
な
か
っ
た
人
も
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
と

に
か
く
暑
か
っ
た
３
日
間
を
全
員
で
一
丸
と

な
っ
て
、
最
後
ま
で
元
気
に
笑
顔
で
戦
い
抜

け
た
こ
と
が
一
番
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
大
会
を
通
し
て
、
チ
ー
ム
メ
イ

ト
の
存
在
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
個
人
戦
で
私
達
は
優
勝
を

逃
し
、
涙
を
飲
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
迎

え
た
団
体
戦
で
は
、
絶
対
に
リ
ベ
ン
ジ
す
る

ぞ
！
！
絶
対
に
優
勝
す
る
ぞ
！
！
と
、
み
ん

な
が
同
じ
気
持
ち
で
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

挑
み
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
心
の
片
隅
に

は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
な

自
分
を
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
や
怖
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

弱
気
な
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
た
の
は
、

紛
れ
も
な
く
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
し
た
。「
大
丈

夫
、
私
達
が
一
番
や
っ
て
き
た
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
、
み
ん
な
の
想
い
を
背
負
っ
て
、

み
ん
な
の
た
め
に
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
思
い
、
最
後
ま
で
や
り
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
３
年
間
切
磋
琢
磨
し
て
き
た

チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
い
つ
も
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
保
護
者

さ
ん
達
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
島
根
県
の
代
表
と
し
て
、
私

達
の
目
標
で
あ
る
団
体
ベ
ス
ト
８
以
上
を
達

成
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


